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南
吉
ウ
ォ
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
・

描
画
者
を
募
集

J
R
安
城
駅
前
商
店
街
の
公
共

施
設
や
商
店
街
の
店
舗
壁
面
等
に

描
か
れ
て
い
る
南
吉
ウ
ォ
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
・
描
画

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
描
画
場
所
／
大
き
さ

左
表
・

写
真
の
と
お
り

●
デ
ザ
イ
ン
制
作
の
題
材

次
の

中
か
ら
１
点
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

暫
詩「
寓
話
」

暫
詩「
牛
」

暫
短
歌「
秋
陽
さ
す
三
河
の
路
に

輪
を
つ
ら
ね
遠
乗
り
行
か
す
少

女
ら
と
吾
と
」

暫
俳
句「
講
堂
に
ピ
ア
ノ
鳴
り
や

み
秋
の
薔
薇
」

暫
童
話『
小
さ
い
太
郎
の
悲
し
み
』

暫
新
美
南
吉
像

●
対
象

５
月

日
松
～
６
月

１４

２５

日
松
に
、
作
品
を
ペ
ン
キ
で
描
画

で
き
る
個
人
・
団
体

※
描
画
作
業
時
は
、
プ
ロ
の
ペ
イ

ン
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

●
報
酬

各

万
円

１５

●
注
意
事
項

応
募
は
未
発
表
作

品
に
限
り
ま
す
。
完
成
し
た
壁
画

の
著
作
権
等
は
安
城
市
に
帰
属
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
記
載
し
た

以
外
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
募
集
要
項
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い

●
応
募
方
法

５
月
９
日
捷
ま
で

の
午
前
８
時
～
午
後
８
時
に
、
作

品（
Ａ
３
サ
イ
ズ
以
内
。
裏
面
に

応
募
用
紙
を
貼
付
）を
、
持
参
か

郵
送（
必
着
）で
叙
安
城
ス
タ
イ
ル

（
〒

－

０
０
３
２
御
幸
本
町
１

４４６
－

１
／
K
E
Y
P
O
R
T
内
）へ

※
応
募
用
紙
・
募
集
要
項
は
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

※
作
品
採
用
者
の
み
、
５
月
中
旬

ま
で
に
選
考
結
果
を
連
絡
。

大きさ描画場所

横５０尺ｘ縦
２００尺程度

御幸本町２－１
（「両口屋菓匠」西側壁面）

横１００尺ｘ縦
１００尺程度

御幸本町２－５
（「丸八証券安城支店」東側壁面）

横１００尺ｘ縦
１００尺程度

御幸本町３－２
（「三丸茶房」東側壁面）

■問
▼
中
央
図
書
館

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６
㈱
安
城
ス
タ
イ
ル

（
緯〈

〉９
５
１
１
）

７３

「両口屋菓匠」西側壁面 「丸八証券安城支店」東側壁面 「三丸茶房」東側壁面

●
対
象
者

ス
ポ
ー
ツ
の
県
大
会

等
地
区
予
選
会
・
選
考
会
を
経
て
、

国
際
大
会
・
全
国
大
会
へ
出
場
す

る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

●
対
象
と
な
る
大
会

開
催
地
区

を
統
一
す
る
体
育
団
体（
非
営
利

団
体
）が
主
催
し
、
全
国
の
過
半

数
の
地
区
の
代
表
が
参
加
す
る
国

際
大
会
・
全
国
大
会
で
あ
る
こ
と

（
予
選
が
な
い
場
合
等
対
象
と
な

ら
な
い
大
会
も
あ
り
ま
す
）

●
激
励
金
額

国
際
大
会
止
1
人

1
万
５
０
０
０
円
～
５
万
円

全

国
大
会
止
１
人
３
０
０
０
円
～
５

０
０
０
円

い
ず
れ
も
団
体
の
場

合
は
上
限
あ
り

●
申
し
込
み

大
会
の

日
前
ま

１４

で
に
、
申
請
書
・
出
場
す
る
大
会

の
開
催
要
項
・
大
会
参
加
申
込
書

の
写
し
・
予
選
大
会
の
成
績
表
等

を
持
っ
て
市
体
育
館
へ

※
申
請
書
は
同
館
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
等
に
出
場

す
る
選
手
・
団
体
へ
の
激
励
金

ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
が
利
用
で
き

ま
す

●
対
象
者

市
内
に
活
動
拠
点
を

置
く
５
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

の
活
動
に
参
加
す
る
人

●
対
象
活
動

市
民
団
体
の
公
益

的
な
活
動
、
防
災
訓
練
・
運
動
会

等
の
町
内
会
活
動
、
子
ど
も
会
等

の
指
導
育
成
活
動
、
社
会
福
祉
・

環
境
美
化
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
市
主
催
の
行
事
・
公
民
館
講

座
等

※
右
記
以
外
の
自
主
的
な
活
動
は

対
象
外
。

●
補
償
内
容

賠
償
責
任
保
険
止

主
催
者
や
指
導
者
が
法
律
上
の
賠

償
責
任
を
問
わ
れ
た
場
合
、
事
故

１
件
に
つ
き
最
高
５
億
円（
免
責

１
件
に
つ
き
１
０
０
０
円
）
傷

害
保
険
止
指
導
者
や
参
加
者
が
傷

害（
※
）を
受
け
た
場
合
、
死
亡
３

０
０
万
円
、
入
院
１
日
２
０
０
０

円
、
通
院
１
日
１
０
０
０
円

※
脳
・
心
臓
病
疾
患
等
を
除
く
。

熱
中
症
は
対
象
で
す
。

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１
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平
成

年
度
安
城
市
市
民
活
動
補

２８

助
金
対
象
事
業
が
決
定
し
ま
し
た

市
民
活
動
補
助
金
は
、
地
域
が

抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
市
民
活
動
を
支
援
す
る
補
助
金

で
す
。

●
団
体
名
／
申
請
事
業
／
事
業

名
／
事
業
概
要

左
表
の
と
お
り

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

事業概要事業名申請事業団体名
ナガサキピースミュージアムに収蔵され
ている戦争や平和に関する物品の展示や
平和に関する基調講演を実施

やろまいか みん
なの平和祭２０１６市民提案型

やろまいか
みんなの平和
祭実行委員会

ニートやひきこもり状態にある若者自ら
が関心のある事柄を探し、イベントを企
画・運営

居場所づくりプロ
ジェクト市民提案型川の会

障がい者、市民、小学生、ボランティア
と一緒にさわやかマナーを啓発する四こ
まマンガや、ぬりえを用いたカレンダー
を作成し配布及びwebで公開する

「さわやかマナー」
を四こまマンガに
して啓発する事業

行政提示型NPO法人
フィリアの会

「南海トラフ巨大地震」に立ち向かうための
ヒト・コト・モノの備えについての学び合
いを目的に、名大減災連携研究センターよ
り講師を招き講演会を開催

更なる飛躍を目指
して！１０周年記念
防災講演会

市民提案型安城防災ネッ
ト

中学生・高校生を対象に、「人間のことば」
をテーマに理系の書籍「フーリエの冒険」
と文系の書籍「古事記の暗号」を紹介しな
がら講座を行う

ティーンズ（中学
生・高校生）向け
読書推進事業

行政提示型
ヒッポファミ
リークラブ安
城

由利姫の歴史的事実を冊子にまとめる。
また、由利姫の命日である７月７日に、
語りとオカリナ演奏、歴史博物館学芸員
の講演等、由利姫講の復活事業を実施

創造性ある豊かな
ふるさとづくり市民提案型根崎民俗研究

会

平
成

年
２
月
、
私
が
安
城

１５

市
長
選
挙
に
初
当
選
し
た
時
、

最
も
困
難
な
課
題
は
末
広
・
花

ノ
木
を
中
心
と
し
た
南
明
治
地

区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
立

ち
上
げ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
私
が
ま
だ

代
の
市

２０

議
の
頃
、
先
輩
市
議
か
ら「
こ

の
密
集
市
街
地
に
は
手
が
つ
け

ら
れ
て
な
い
が
、
い
つ
か
誰
か

が
こ
の
地
域
を
何
と
か
せ
ね
ば

な
ら
な
い
」と
聞
か
さ
れ
、
そ

の
大
役
を
担
う
人
を
気
の
毒
に

思
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
後

に
、
図
ら
ず
も

私
が
そ
の
重
責

を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

地
域
に
は
反

対
意
見
も
あ
っ

た
も
の
の
、
災

害
発
生
を
考
え

れ
ば
、
防
災
上

の
観
点
か
ら
何

と
し
て
も
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
本
市
の
最

重
要
課
題
と
思

わ
れ
、
賛
同
し

て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
と
と
も
に

意
を
決
し
て
事

業
に
と
り
か
か

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
安
全
を
高
め
る
こ

と
と
合
わ
せ
て
、
高
い
関
心
の

的
と
な
っ
た
の
は
更
生
病
院
跡

地
で
し
た
が
、「
跡
地
を
ど
う
す

る
の
か
」を
多
く
の
皆
さ
ん
に

問
え
ば
、
十
人
十
色
の
ご
意
見

が
返
る
ば
か
り
。
こ
ち
ら
も
構

想
段
階
か
ら
難
航
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
頃
に
は
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震

災
と
、
日
本
を
揺
る
が
す
経
済

変
動
や
大
災
害
が
続
き
、
本
市

の
経
済
環
境
や
財
政
事
情
も
様

変
わ
り
を
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

先
行
き
不
透
明
感
が
漂
う
時
代

に
あ
っ
て
も
、
未
来
に
向
け
た

市
民
の
夢
や
希
望
の
象
徴
と
な

る
都
市
施
設
の
建
設
を
と
願
い

続
け
て
き
た
結
果
、
よ
う
や
く

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
核
と
な
る
図

書
情
報
館
の
骨
格
が
建
ち
上
が

り
ま
し
た
。

歴
史
の
あ
る
住
宅
密
集
地
域

で
、
多
く
の
方
に
家
屋
移
転
を

お
願
い
せ
ね
ば
な
ら
な
い
市
街

地
整
備
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人

た
ち
の
心
情
を
想
え
ば
、
こ
ち

ら
も
断
腸
の
思
い
と
い
う
の
が

私
の
真
情
で
す
。
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
て

い
ま
す
。

春
を
迎
え
た
今
、
市
長
室
の

窓
か
ら
も
桜
並
木
越
し
に
、
ア

ン
フ
ォ
ー
レ
の
雄
姿
が
具
体
的

に
想
像
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
周
囲
に
暮
ら
す
住
民
の

皆
さ
ん
同
様
、
私
も
日
々
ア
ン

フ
ォ
ー
レ
を
眺
め
、
わ
が
子
の

誕
生
を
心
待
ち
に
す
る
親
の
よ

う
な
気
持
ち
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。

アンフォーレの建設風景（３月４日碧海信用金庫本店より撮影。
右後方はあいち中央農業協同組合本店）



■
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
糸

万
円

１０

■
家
庭
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
糸

万
円

１０

■
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム（
H
E
M
S
）

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
止
１
万
円

■
住
宅
用
次
世
代
自
動
車
充
給
電

シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
止
５
万
円

◎
次
世
代
自
動
車
購
入
補
助

●
対
象

市
内
在
住
者
又
は
市
内

に
事
業
所
等
を
有
す
る
事
業
者

●
予
算
額

１
０
０
０
万
円

●
申
込
期
限

来
年
３
月

日
３１

●
補
助
対
象

燃
料
電
池
自
動
車
、

超
小
型
電
気
自
動
車

●
補
助
金
額

燃
料
電
池
自
動
車

糸
一
律

万
円

超
小
型
電
気
自

５０

動
車
糸
一
律
４
万
円
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●
申
し
込
み

４
月
８
日
晶
午
前

９
時
か
ら
各
申
込
期
限
ま
で
に
、

申
請
書
類
を
持
っ
て
環
境
都
市
推

進
課
へ

●
注
意
事
項

補
助
金
交
付
決
定

前
に
工
事
着
手
し
て
い
る
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん（
次
世
代
自
動

車
購
入
補
助
は
除
く
）

※
申
請
書
類
は
同
課
・
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

※
記
載
以
外
に
も
要
件
あ
り
。
詳

し
く
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
額
が
予
算
額
を
超
え
た
時

点
で
受
け
付
け
終
了
。

◎
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
機
器
購

入
補
助

●
対
象

申
請
日
の

日
後
～
来

１５

年
３
月

日
に
、
各
シ
ス
テ
ム
を

３１

自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
設

置
又
は
、
シ
ス
テ
ム
付
き
の
住
宅

を
購
入
す
る
人

●
予
算
額

４
２
７
５
万
円

●
申
込
期
限

来
年
２
月

日
２８

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

２
万
円
×
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
値

上
限
糸
８
万
円

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

■
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
・
電
気
自
動
車

●
補
助
金
額

車
両
本
体
価
格

（
税
抜
き
、
値
引
き
前
）が

万
円

２００

を
超
え
る
止

万
円

万
円
以

１５

２００

下
止

万
円

１０
◎
太
陽
熱
機
器
設
置
費
補
助

●
対
象

申
請
日
の

日
後
～
来

１５

年
３
月

日
に
、
自
ら
居
住
す
る

３１

市
内
の
住
宅
に
各
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
人

●
申
込
期
限

来
年
２
月

日
２８

■
住
宅
用
太
陽
熱
温
水
器

●
予
算
額

万
円

８０

●
補
助
金
額

１
万
円
×
集
熱
部

の
総
面
積（
㎡
）
上
限
糸
８
万
円

■
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム

●
予
算
額

万
円

７８

●
補
助
金
額

１
万
３
０
０
０
円

×
集
熱
部
の
総
面
積（
㎡
）
上
限

糸

万
４
０
０
０
円

１０

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
機
器
・
次
世
代
自
動
車
等
の

購
入
補
助

市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
全
面
改
修

工
事
を
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

行
い
ま
す
。
期
間
中
、
乳
幼
児
健

診
や
母
子
手
帳
交
付
等
は
、
同
セ

ン
タ
ー
北
の
駐
車
場
に
建
設
し
た

仮
設
健
診
室
で
、
そ
の
他
の
教
室

や
催
し
は
文
化
セ
ン
タ
ー
等
で
実

施
し
ま
す
。
検
診
票
の
発
行
等
は
、

現
在
の
窓
口
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
併
設
の

休
日
夜
間
急
病
診
療
所
は
、
工
事

期
間
中
も
診
療
を
継
続
し
ま
す
。

た
だ
し
、
歯
科
は
７
～
９
月
は
休

止
し
、
市
内
の
歯
科
診
療
所
が
当

番
で
休
日
診
療
を
行
う
予
定
で
す
。

詳
細
は
順
次
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

市
保
健
セ
ン
タ
ー
全
面
改
修
工
事

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ

う
総
合
的
に
支
援
す
る
拠
点
と
し

て
、
中
学
校
区
ご
と
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
順
次
設
置
し
て

い
ま
す
。
４
月
１
日
付
け
で
新
た

に
２
カ
所
を
開
設
し
、
既
存
施
設

の
一
部
を
変
更
・
廃
止
し
ま
す
。

●
新
規
設
置
施
設

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
八
千
代（
八
千
代
病

院
内
／
篠
目
中
学
校
区
担
当
）、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
更
生（
介

護
老
人
保
健
施
設
あ
お
み
内
／
安

城
南
中
学
校
区
担
当
）

※
既
存
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
変
更
。

●
名
称
・
担
当
区
域
変
更
（
旧
）

中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
山
・
安
城
北
中
学
校
区
担
当
）

を（
新
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

中
部（
安
城
北
中
学
校
区
担
当
）に

変
更

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当

区
域
変
更
（
旧
）篠
目
・
安
城
南・

安
祥
・
明
祥
中
学
校
区
担
当
を（
新
）

安
祥
・
明
祥
中
学
校
区
担
当
に
変
更

●
廃
止
施
設

在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
八
千
代
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
安
寿
の
郷

新
た
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設

■問
▼
高
齢
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
３
）

７１
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
と

一
緒
に
、
日
本
語
や
学
校
の

勉
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

５
月
８
日
掌
～
６

月

日
掌
の
毎
週
掌
午
前

１２

１０

時
～

時

分（
全
６
回
）

１１

３０

●
と
こ
ろ

市
民
会
館

●
内
容

日
本
語
や
学
校
の

教
科
学
習

●
対
象

市
内
の
小
学
校
に

通
う
小
学
１
～
６
年
生
の
外

国
人
児
童

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
費
用

円
３００

●
そ
の
他

勉
強
の
手
伝
い

や
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す

●
申
し
込
み

４
月
８
日
晶

～

日
晶
午
前
８
時

分
～

２２

３０

午
後
５
時

分（
松
掌
を
除

１５

く
）に
、
直
接
か
電
話
で
国

際
交
流
協
会（
緯〈

〉２
２

７１

６
０
）へ

４
月
１
日
か
ら
、
下
表
の
と
お

り
市
役
所
の
組
織
を
改
正
し
ま
す
。

昨
年
度
末
よ
り
１
課
１
係
減
の
１６

部

課

係
体
制
と
な
り
ま
す
。

４５

１２７

■
主
な
改
正
点

●
安
城
市
中
心
市
街
地
拠
点
施
設

（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
）関
連
の
見
直
し

中
央
図
書
館
は
、
従
来
の
図
書
館

の
枠
を
超
え
て
新
た
な
業
務
を
行

う
た
め
、
他
部
署
と
連
携
し
、
一

体
的
か
つ
迅
速
に
事
務
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
所
管
部
署
を
教
育
委

員
会
か
ら
市
長
部
局
の
市
民
生
活

部
に
移
管
し
ま
す
。
南
明
治
整
備

課
拠
点
整
備
室
拠
点
整
備
係
所
管

の
拠
点
施
設
建
設
等
の
事
務
と
、

企
画
政
策
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

係
所
管
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
事

務
を
含
め
た「
ま
ち
な
か
交
流
・

賑
わ
い
の
創
出
」を
統
合
し
、
中

央
図
書
館
に「
ま
ち
な
か
連
携
係
」

を
新
設
し
ま
す

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
に
伴
う
見
直
し

ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
基
幹
系
シ
ス

テ
ム
の
統
合
を
終
え
、
業
務
執
行

体
制
が
変
わ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
課

を
企
画
政
策
課
の
中
に「
I
C
T

推
進
室
」と
し
て
編
入
し
、
併
せ

て「
企
画
情
報
課
」に
名
称
変
更
し

ま
す

●
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指

す
た
め
の
見
直
し

低
年
齢
児
保

育
へ
の
需
要
が
増
加
す
る
中
、
保

育
所
事
業
運
営
の
在
り
方
、
設
置

及
び
設
置
主
体
等
中
長
期
的
な
視

点
か
ら
新
設
等
も
含
め
調
査
・
研

究
し
ま
す
。

加
え
て
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に

お
け
る
労
働
環
境
等
の
整
備
・
改

善
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
た
め
、

子
ど
も
課
に「
保
育
経
営
係
」を
新

設
し
ま
す

●
農
業
振
興
を
包
括
的
に
進
め
る

た
め
の
見
直
し

地
域
農
業
に
関

す
る
分
野
と
土
地
改
良
に
関
す
る

分
野
を
統
合
し
、
農
業
振
興
を
包

括
的
に
進
め
る
た
め
、
土
地
改
良

課
を「
土
地
改
良
事
業
室
」と
し
、

農
務
課
に
編
入
し
ま
す

●
第
８
次
総
合
計
画
の
実
施
に
伴

う
見
直
し

計
画
の
テ
ー
マ
が「
健

幸
都
市
安
城
」に
変
わ
る
た
め
、

環
境
首
都
推
進
課
を「
環
境
都
市

推
進
課
」に
名
称
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
環
境
保
全
係
は
、
環
境

衛
生
に
関
す
る
事
務
を
健
康
推
進

課
予
防
係
か
ら
移
管
す
る
た
め
、

係
の
名
称
を「
環
境
衛
生
係
」に
変

更
し
ま
す

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

●
建
築
部
門
の
業
務
量
増
加
に
伴

う
見
直
し

建
築
課
は
来
訪
者
の

相
談
や
、
市
有
建
築
物
を
維
持
す

る
た
め
に
行
う
保

全
工
事
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。今

後
の
業
務
増

大
に
よ
り
適
切
な

対
応
に
懸
念
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
建
築
課
を

「
建
築
課
」と「
施

設
保
全
課
」に
再

編
し
ま
す

●
歴
史
博
物
館
ほ

か
３
施
設
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入

に
よ
る
見
直
し

平
成

年
度
か
ら

２８

の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
に
伴
い
、

従
来
文
化
振
興
課

施
設
管
理
係
が
行

っ
て
い
た
施
設
管

理
、
自
主
事
業
等

の
運
営
を
外
部
委

託
す
る
た
め
、「
施

設
管
理
係
」を
廃

止
し
ま
す

平
成

年
度
市
組
織
改
正

２８

平成２８年度（改正後）平成２７年度（改正前）
企画情報課企画政策課
企画情報課 ICT推進室情報システム課
市民課明祥支所市民課南部支所
市民生活部中央図書館施設管理係、図書係生涯学習部中央図書館施設管理係、図書係

中央図書館まちなか連携係
企画政策課プロジェクト推進係
南明治整備課拠点整備室拠点整備係

子ども課保育経営係（新設）－
農務課土地改良事業室土地改良課
環境都市推進課環境首都推進課
環境都市推進課環境衛生係環境首都推進課環境保全係
施設保全課管理計画係、保全係、設備係建築課建築１係、建築２係、設備係
生涯学習課明祥公民館生涯学習課南部公民館
廃止文化振興課施設管理係
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い
人
を
優
先

●
検
診
料

１
万
円

●
申
し
込
み

４
月
１
日
晶
～
２５

日
捷
に
、
往
復
は
が
き（
左
図
参

照
。
消
印
有
効
）で
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

※
申
込
受
付
者
へ
４
月

日
昭
付

２８

け
で
申
込
確
認
は
が
き
を
送
付
。

抽
選
結
果
は
、
５
月

日
晶
付

１３

け
で
通
知
予
定
。

※
１
人
１
通
。
２
通
目
以
降
・
内

容
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
無
効
。

申
込
期
限
後
の
変
更
不
可
。

■
市
民
ド
ッ
ク

●
受
診
期
間

５
月
～
来
年
２
月

●
実
施
機
関
／
予
約
受
付
日
時
／

実
施
日
時
／
個
人
負
担
金

下
表

の
と
お
り

●
対
象
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

暫
市
内
在
住
で
、
年
度
内
に

歳
４０

以
上
と
な
る

暫
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
、
社
会
保
険

被
扶
養
者
で
、
職
場
等
で
が
ん

検
診
の
機
会
が
な
い

●
検
査
項
目

血
液
・
心
電
図
・

肺
機
能
・
胃
・
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線・

便
潜
血
・
腹
部
超
音
波
等

※
喀
痰
検
査
は
含
み
ま
せ
ん
。

か
く
た
ん

※
八
千
代
病
院
・
安
城
更
生
病
院

は
、

歳
以
上
の
受
診
者
へ
の

７５

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
は
実
施

し
ま
せ
ん
。

●
追
加
検
査

前
立
腺
が
ん（
５００

円
）・子
宮
頸
が
ん（
１
０
０
０
円
）・

け
い

乳
が
ん（
１
０
０
０
円
）検
診
追
加

可
。
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査（

円
）

５００

は
、
年
度
内
に

・

・

・
・

４０

４５

５０

５５

・

・

歳
に
な
る
女
性
の
み

６０

６５

７０

追
加
で
き
ま
す
。

追
加
検
査
の
み

歳
以
上
及
び

７０

生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

■
脳
ド
ッ
ク（
前
期
）

●
受
診
期
間

５
月
～

月（
検

１０

診
日
と
結
果
説
明
日
で
２
日
間
必

要
な
場
合
あ
り
）

●
実
施
機
関

陰
八
千
代
病
院

隠
三
河
安
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

韻
安

城
更
生
病
院

●
対
象

職
場
等
で
受
診
機
会
の

な
い
、
市
内
在
住
の

歳
以
上

４０

※
脳
血
管
疾
患
治
療
中
の
人
を
除

く
。

●
注
意
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
、
受
診
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

暫
体
内
に
金
属
器
具
・
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
・
人
工
内
耳
等
が
入
っ

て
い
る

暫
入
れ
墨（
眉
毛
や
ま
ぶ
た
の
ア

ー
ト
メ
イ
ク
を
含
む
）を
し
て

い
る

暫
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
入
っ
て

い
る

●
検
査
項
目

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
問
診
等

●
定
員

陰
韻
糸
各

人

隠
糸

１２５

人

い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
た

５０場
合
は
、
抽
選
。
今
年
度
よ
り
過

去
に
一
度
も
当
選
し
た
こ
と
の
な

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

往復はがきの書き方

暫
郵
便
番
号
・
住
所

暫
氏
名（
ふ
り
が
な
）

暫
生
年
月
日

暫
電
話
番
号

暫
希
望
医
療
機
関
名
１
ヵ
所

申
込
者
の
住
所

氏
名

郵便番号

返信

往信の裏往信の裏面面
（
こ
の
面
に
は
、
何
も
記
載

し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

横
山
町
下
毛
賀
知

－

１

１０６

安
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

４４６－００４５

往信

返信の裏返信の裏面面

の
人
は
、
個
人
負
担
金
免
除
。
該

当
者
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
持
ち
物

健
康
保
険
証
・
個
人

負
担
金

※
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
は
市
保
健
セ

ン
タ
ー
発
行
の
受
診
票
が
必
要
。

●
申
し
込
み

４
月
５
日
昇
～
来

年
２
月
末
日（
各
実
施
機
関
の
予

約
受
け
付
け
可
能
日
ま
で
）に
、

電
話
で
受
診
希
望
の
実
施
機
関
へ

脳
ド
ッ
ク（
前
期
）・市
民
ド
ッ
ク

安城更生病院
健康管理センター

三河安城クリニッ
ク人間ドック健診
センター

アイエムクリニッ
ク・安城

八千代病院八千代
総合健診センター実施機関

安城町東広畔２８相生町１４－１４篠目町１－１１－１６住吉町２－２－７所在

〈７５〉３０２０〈７５〉７５１５０１２０〈１７〉２０６５
〈９１〉２０６５〈９８〉３３６７電話番号

〈７５〉７５１６〈９１〉２４６１〈９８〉２８３４ファクス
捷～晶午後１時～
４時

昇～晶獅午前９時
～午後６時 松獅

午前９時～午後４
時

捷昇昭晶獅午前８
時３０分～午後７時
昌松獅午前８時３０
分～正午

捷～晶獅午前８時
３０分～午後４時３０
分 第２・４・５
松獅午前８時３０分
～正午

予約受付
日時
※掌抄を
除く。

捷～晶午前８時～
９時３０分

夏季諮昇～晶獅午
前７時３０分～１０時
松獅午前７時～１０
時 冬季諮昇～晶

獅午前８時～１０時
松獅午前７時３０分
～１０時（※）

捷昇昭晶獅午前８
時３０分～１１時、午
後４時 昌松獅午
前８時３０分～１１時

捷～晶・第２・４・
５松獅午前８時３０
分～１１時実施日時・

受付時間
※掌抄を
除く。

国保・後期高齢加入者獅８０００円 社保被扶養者獅１万５０００円個人負担金
※夏季獅５月７日松～１１月２２日昇 冬季獅１１月２３日抄～来年２月２８日昇

狂
犬
病
は
、
人
と
動
物
に
共
通

の
感
染
症
で
、
世
界
で
は
、
年
間

数
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
４
月
１
日
よ
り
狂
犬
病
予
防
の

担
当
部
署
が
市
保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
環
境
都
市
推
進
課
へ
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

■
予
防
注
射

犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射

会
場（
表
1
）か
動
物
病
院
で
注
射

を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
費
用

集
合
注
射
会
場
止
３
４

０
０
円

動
物
病
院
止
各
病
院
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

登
録
済
み
の
犬
の
飼

い
主
に
は
、
４
月
上
旬
に
案
内
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
裏

面
の
問
診
票
を
記
入
し
て
集
合
注

射
会
場
又
は
動
物
病
院
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い

■
犬
の
登
録

犬
の
一
生
に
１
回
登
録
が
必
要

で
す
。

●
登
録
場
所

集
合
注
射
会
場

（
表
１
）、動
物
病
院（
表
２
）、市
役

所
環
境
都
市
推
進
課

●
登
録
料

３
０
０
０
円

■
犬
の
届
け
出

犬
の
死
亡
・
所
在
地
変
更
等
は
、

環
境
都
市
推
進
課
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き

や
迷
い
犬
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー（
緯

０
５
６
５〈

〉２
３
２
３
）又
は

５８

安
城
警
察
署（
緯〈

〉０
１
１
０
）

７６

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

表２ 犬の登録・予防注射ができる動物病院
ダイゴペットクリニック（豊田市）あいち犬猫医療センター杉浦犬猫

病院（今池町） 小笠原動物病院（刈谷市）
はるかぜ動物病院（刈谷市）青山動物病院（橋目町）
ひまわり動物病院（刈谷市）あおみ動物病院（桜井町）
中川動物クリニック（刈谷市）大島獣医科病院（朝日町）
Ｋｅｎ動物病院（高浜市）ぐれーぷ動物病院（赤松町）
あい総合動物病院（高浜市）ココロ動物病院安城分院（赤松町）
たかはま動物病院（高浜市）さくらい動物病院（小川町）
あさおか動物病院（碧南市）桜町動物病院（桜町）
板倉どうぶつ病院（碧南市）新安城どうぶつ病院（東栄町）
パル動物クリニック（碧南市）パーク動物病院（大山町）
へきなん動物病院（碧南市）三尾動物病院（安城町）
ウチダ動物病院（西尾市）ミドリペットクリニック（緑町）
ハート動物病院（西尾市）りんごの樹動物病院（高棚町）
フィガロ動物病院（西尾市）こんどう動物病院（知立市）
えそら動物病院（西尾市）南陽動物病院（知立市）
しばた動物病院（岡崎市）どんぐり犬猫病院（知立市）
ダルク動物病院（岡崎市）ひだかペットクリニック（知立市）
やはぎ動物病院（岡崎市）花園動物クリニック（豊田市）

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

■
犬
・
猫
の
ふ
ん
害

ふ
ん
の
放
置
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
の

と
き
は
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

等
を
持
参
し
、
ふ
ん
は
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

表１ 集合注射会場
ところときところとき

高棚公民館午後１時１０分～１時３０分２５日捷
昭林公民館午後１時１０分～１時３０分４月

１１日捷 西部福祉センター午後１時５０分～２時２０分桜井公民館午後１時５０分～２時３０分
榎前公民館午後１時１０分～１時４０分２６日昇

東尾公民館午後１時１０分～１時３０分

１２日昇
城ヶ入公民館午後２時～２時３０分秋葉いこいの広場

（秋葉公園内）午後１時５０分～２時５分 別所団地公民館午後１時１０分～１時２０分
２７日昌 新田町会館午後１時４０分～２時北明治公民館午後２時２５分～２時４０分

西尾公民館午後２時２０分～２時４０分二本木地区コミュ
ニティセンター午後１時１０分～１時３０分１３日昌 橋目霊園午後１時１０分～１時２０分５月

９日捷
浜屋公民館午後１時４０分～１時５０分篠目町公民館午後１時５０分～２時２０分
北部公民館午後２時１０分～２時４０分池浦公民館午後１時１０分～１時３０分１４日昭 東栄今本町公民館午後１時１０分～１時２５分

１０日昇

今池町内会公民館午後１時５０分～２時１０分
里地区コミュニテ
ィセンター午後１時４５分～２時東部公民館午後１時１０分～１時３０分１８日捷 作野公民館午後１時５０分～２時２０分
東山公民館午後２時２０分～２時３０分アグリライフ支援センター午後１時１０分～１時２０分１９日昇 三ツ川集会場午後１時１０分～１時２０分

１１日昌

根崎公民館午後１時４０分～２時１０分
藤野公民館午後１時４０分～１時５０分和親館午後１時１０分～１時２０分

２０日昌 古井町公民館午後２時１０分～２時４０分箕輪町内会事務所午後１時４０分～２時
市保健センター午後１時～２時１４日松美園公園午後２時２０分～２時４０分

東端公民館午後１時１０分～１時４０分２１日昭 和泉公民館午後２時～２時２０分

広報あんじょう 2016.4.1駕

犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に


